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【評価機関概要（評価機関記入）】

　（様式２）

　

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 1592200032 平成２１年３月３０日開設。
開設当初とり、社会福祉法人としての役割や法人の理念・方針に則り、低所得者・生活保護受給者を対
象とした入居規準とし、生活に困窮している方々を受け入れてきた。
医療面では、地域の開業医の理解と協力を充分に受け健康管理に役立てている。
また、開設時より身体拘束は絶対におこなわない方針として日々取り組んでいる。
日々の介護のなかで、入居者の心に寄り添うことを第一に考え、認知症ケア専門士・バリデーションワー
カーなど専門資格を保有している職員の指導も受けながら、個別対応を基本に取り組んできた。
田園地域の中にあり、地域との交流など課題も多いが、上下横の職員間の人間関係、組織力を活かし、
これからも市内地域の認知症介護の一翼を担うべく努力していきたい。

法人名 社会福祉法人　愛宕福祉会

事業所名

新潟県新潟市中央区上所２丁目２番２号　新潟ユニゾンプラザ３階

グループホームはたの

所在地 新潟県　佐渡市　寺田　５６６番地

自己評価作成日 平成２6年2月8日
評価結果市町村受理

日

訪問調査日 平成26年3月12日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

　事業所は２つの地域の境目に位置しており、当初は地域との交流にも困難さがあったが徐々
に地域とのつながりを深めていくことができている。平成２５年度より運営推進会議が定期的に
開催されるようになり、２つの地域の区長に参加してもらうことで、事業所が地域とのつながりを
深めていくうえで有効な体制作りがなされてきている。
　利用者のケアでは、認知症の進行などで自宅での生活が困難になってきた方に対しては自
宅への事前訪問や、お試し利用で何度か事業所に遊びに来てもらうなど、安心して事業所で
の生活が始められるよう配慮している。利用者一人ひとりがその人らしい生活を送れるよう、より
個別的な対応に特に力を入れており、生活の中でその日の気分や好みによって選択ができる
ことを大切にしている。また、身体拘束を行わないケアの実践や、利用者が重度化していく中
で事業所としてできることの検討、対応可能な施設へのスムーズな移行支援などにも取り組ん
でいる。
　職員育成については、研修や会議などの目的を明確にして会議内容を事前に配ったり、進
行を様々な職員が担当することで個々の職員が主体的に参加できるように工夫しており、職員
を育て伸ばしていくことにより更なるケアの質の向上に取り組んでいる。

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.jp/15/

評価機関名 公益社団法人新潟県社会福祉士会

所在地
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